
 基礎年金　20.5兆円

　雇用主の保険料負担 　0.5兆円 　　　（一般財源のまま）

共済年金 　公務員等の掛金負担 　0.5兆円

　1.9兆円 　国庫・公経済負担     0.9兆円

　国庫負担　　 　2.0兆円　

国民年金

　3.7兆円
　自営業者等の

　保険料負担　　 1.7兆円

　　消費税

　国庫負担        7.3兆円    　20兆円
　（税率8.0%）

厚生年金
　(国民全体で負担）

 14.8兆円 　被用者の保険料負担

　　　　　　          3.8兆円 　　　消費税１％＝約2.5兆円

  企業の保険料負担

   　   3.8兆円

（企業は負担ゼロに）

現行方式（保険料と税） 全額税方式（消費税）

　　　2009年6月8日　参議院厚生労働委員会、財政金融委員会連合審査会提出資料　　日本共産党大門実紀史

 基礎年金を全額、消費税でまかなったケース

（注）１、2009年度予算ベース。厚生労働省等の提出資料より作成。
　　　　　２、共済年金の「国庫・公経済負担」は、各共済の基礎年金拠出金の2分の１強相当額に
　　　　　　    当たる国家公務員共済、地方公務員共済、私学共済に対する国や地方団体の負担。


